
平成22年度　岐阜県冬季バスケットボール新人大会
【試合結果】
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１Ｑ、垂井北はオールコートマンツーマンDef、稲羽は２－３ゾーンDefで始まる。稲羽は、開始早々３Ｐ、

＃８、＃４のミドルシュートで得点を入れる。一方垂井北は、稲羽のあついDeｆに思うようにシュートが決

まらない。２Ｑは、稲羽の＃９がミドルシュートや３Ｐを決めれば、垂井北も＃７にパスを入れ、ミドル

シュートや＃５の３Ｐで応戦。２Ｑは、垂井北の＃12や、稲羽＃13で点を取り差はかわらず。稲羽の26
点リードで前半を終える。

３Ｑ、はじめはどちらもシュートが決まらず時間が過ぎる。先に、垂井北が＃７のミドルシュートやカット

イン、３Ｐなどで点を入れると、稲羽の＃７もれんぞく３Ｐやミドルシュート、＃９のバスケットカウントなど

で応戦した。４Ｑは、両チームともに得点を伸ばした。稲羽は、中と外をうまく組み合わせ、＃７のミドル

シュートや＃９のゴール下のシュートで加点する。また、垂井北も＃６がゴール下に入り込みシュートし

たり＃４も連続３Ｐを決めくいさがるが、稲羽が勝利し、決勝戦に進んだ。


